
 

【第九代校長 濱谷海八先生 ご逝去】 
 本校第九代校長をお務めになられた濱谷海八先生が、去る 6 月 27 日にご

逝去されました。享年 78 歳でいらっしゃいました。 

 濱谷先生は本校の卒業生であり、2004 年から 2016 年までの 13 年間にわ

たり校長として本校を率いられました。2001 年の中学校開学に尽力され、

また茶道・剣道を必修とするなど、伝統を大切にしつつも新しい取り組み

に積極的に挑戦され、現在の藤嶺藤沢の教育の礎を築かれました。 

 さらに、神奈川県中高協会の理事を務められたほか、校長退任後も大磯

町の教育委員として地域教育の発展にも寄与されるなど、私学のみならず

神奈川県全体の教育の向上に大きく貢献されました。その功績が認められ、2016 年には文部

科学大臣賞、2018 年春の叙勲においては瑞宝小綬章を受章されました。 

 藤嶺藤沢を心から愛され、深い愛情と行動力で本校を導いてくださった濱谷先生のご功績に

心より感謝申し上げるとともに、謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 

【夏休みの過ごし方】 
いよいよ夏休みです。今回は高３生と高１・２にわけて夏休みの過ごし方について紹介しよ

うと思います。夏休みの過ごし方は人それぞれですが、参考になれば幸いです。 

 

〇高３ 

部活動も終えていよいよ受験に向けた準備が本格的になります。一般受験を目指す人にとっ

ては夏休みが基礎固めを一通り終える期間と言えると思います。ここで言う基礎とは最低必要

な知識やスキルということです。受験に必要な知識は目指す大学によって異なりますが、例え

ば英語ならばターゲット１９００のような単語集を終えておくことはいわゆる MARCH 以上を目

指す人にとっては基本中の基本だと思います。進路指導主任の時にもよく口したのは「センタ

ー試験で東大のボーダーが９割と言われている。東大を受験する生徒でも基本問題と言われて

いるセンターで１割間違える。どんなレベルを目指していても基本問題をおろそかにしてはい

けない。」それぞれ自分にとっての「基礎」を見極めたうえで学習計画を組んでください。 

年内入試を考えている生徒は、小論の練習に取り組む必要があるでしょう。総合型でプレゼ

ン等が必要な生徒は夏休み中に十分な準備をしておきましょう。指定校を除いた学校型推薦で

はいかに他の受験生と差をつけられるかがポイントです。自分のアピールポイントはどこにあ

るのか、またその大学へ入学を希望する理由をしっかりと説明できるようにしましょう。志望

理由が学校案内に書いてある内容だけになってはいけません。大学を訪問するのはもちろん、

自分の興味ある分野について調べたり、希望する大学の学部・学科の先生の著書を読んだりす

るのもいいと思います。 

受験生として夏休みが終わったときに「もっとできたのではないか？」「思ったほど勉強で

きなかった」と思うのは普通のことです。しかし、夏のその学習量が基準となり 2 学期以降の

学習姿勢の改善につながるのだろうと思います。体調に何よりも気をつけながら、充実した夏

を過ごしてください。 
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〇高校１・２年 

 部活動では高校３年生が引退して、いよいよ自分たちが主役になるときがやってきました。

実は、部活も勉強も同じで自分（チーム）の苦手なこと、できないことをしっかりと把握しそ

れを改善する方法を探すことが大切です。それに集中して取り組めるのが夏休みのような長期

休暇なのです。まず自己分析をして、なにが必要か考え有効に夏休みを使ってください。また、

１・２年生にとっても大学受験という点において、夏休みは自分の志望校を選定する貴重なチ

ャンスです。特に年内入試を意識している人は自分の興味分野と学問分野を結び付け、納得の

いく大学選びをするためにもオープンキャンパス等への参加は欠かせません。また、自分の興

味分野を深めるためにその分野の本を読んだり、自分で研究や調査をすることができる期間で

もあります。そういった活動を３年生になる前からすることでライバルに差をつけることがで

きます。 

いずれにせよ、高１・２の夏はいろいろなことにチャレンジする絶好の機会です。気づいた

ら終わってしまう夏ではなく、勉強にしろ趣味にしろ、「今年の夏はこれをやった！と思える

夏休みにしてください。 

 

〇参考に予備校のすすめる「夏休みの過ごし方」の URL を載せておきます。 

駿台 

https://www2.sundai.ac.jp/column/howto/summer_schedule/ 

河合 

https://www.keinet.ne.jp/exam/tips/summer/must.html 

 

【薬物乱用防止講演会】 
去る７月１０日に薬物乱用防止講演会が高校一年生対象に行わ

れました。毎年恒例の行事ですが、今年は本校卒業生である岸本直

之警部補が講師を務めてくれました。岸本先輩は藤沢警察署に勤

務し、薬物銃器対策係として活躍されております。本校での講演会

が開催されることを知り、母校のために講師に名乗りを上げてく

れました。 

先輩による講演のお陰で、薬物の恐ろしさを理解するだけでは

なく、社会にでて立派に活躍する先輩の背中を見ることで本校生には大変良い講演会になった

のではないかと思います。 

 

【７月・８月の主な行事予定】 
 ７月１９日（土）：終業式・防災訓練 

  ２３日（水）：事務所納  

   ２２日（火）～２５日（金）：高１・２勉強合宿 

   ３１日（木）～８月１３日（水）：高１オーストラリア語学研修  

８月１３日（水）～１６日（土）：学校閉鎖期間 

  １７日（日）：第２回全統高２模試  

  １８日（月）～２３日（土）：夏期講習 

  ２８日（木）：始業式・防災訓練 

  ２９日（金）：スタディサポート（高１・２）  
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